


守口市金下町１丁目36番 1号

285.48

項　目 項　目 項　目特　記　事　項 特　記　事　項 特　記　事　項章 章 章

１　．工事場所

ｍ2２　．敷地面積

３　．工事種目

Ⅰ．工事概要

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事

A-01

　による。

２
　
仮
設
工
事

（改修２．１．３）・ 防音パネル１.騒音・粉じん等の
・ 防音シート　 対策
・ 防護棚

防音パネル等を取り付ける足場等の設置位置

・ 

共通事項

･

･

･

･

･

石綿含有建材の種類

アスベスト含有吹付け材

アスベスト含有保温材等

アスベスト含有成形板

建築設備使用のアスベスト含有材

別紙調査報告書による

調査・分析の範囲、調査・分析結果概要等：

現場説明書による･･

･

調査する特別産業廃棄物 調査・分析範囲

･

･

･

･

アスベスト含有吹付け

材

アスベスト含有保温材

等

アスベスト含有成形板

建築設備使用のアスベ

スト含有材

本工事で実施する分析調査の指定

処理作業におけるアスベスト粉じん濃度測定の区分

工事前に行われている調査、分析等（アスベスト関係）

施工調査： 施工調査により、新たに特別産業廃棄物等の存在が判明した場合及び特別産業廃棄物

かどうか判明しない場合には、監督職員に報告し、対応策を協議する。

石綿（アスベスト）粉じん濃度測定：

一般事項、施工一般、石綿粉じん濃度測定： （6.1.1～6.1.3）による。 １.

備考

調査・分析内容等

･ 行う（測定時期、測定場所、測定点数等は下表による｡）

･ 行わない

処理作業前

処理作業中

測定１

測定２

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地

境界

測定３ 処理作業室内

測定４ セキュリティーゾーン

入口

測定５

出口

集じん・排気装置の排

測定点数

２点又は３点

２点

２点

１点

１点

(各処理作業室毎)
備考

確認

空気の流れを

集じん・排気

装置の性能確認

測定場所測定名称測定時期

アスベスト含有仕上塗材

処理作業後

(隔離シート

撤去前)

測定６ 施工区画周辺又は敷地

境界

測定７

測定８

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地

境界

(処理作業室外の場合)

４方向各１点

２点

４方向各１点

５
　
石
 
綿
 
含
 有
 
建
 
材
 
の
 
除
 
去
 
及
 
び
 
処
 
理

注１： 施工区画とは、処理作業室・セキュリティーゾーン・廃棄物置場・資材置場を含む

範囲で、セキュリティーゾーン、集じん・排気装置の排出口が施工区画周辺に設置

されている場合の測定点は２点となる。

処理作業室の面積が５０ｍ2以下の場合は２点，３００ｍ2までは３点とする。注２：

３００ｍ2を超えるような場合は監督職員と協議する。

注３： セキュリティーゾーン入口におけるアスベスト粉じん濃度測定の場合は、セキュリ

ティーゾーン内の空気の流れ（処理作業室内に空気が流れている）、集じん・排気

装置の排出口におけるアスベスト粉じん濃度測定の場合は集じん・排気装置の性能

確認を行うこと。

アスベスト粉じん濃度測定方法：

項 目

計数機器

試料の吸引流量

試料の吸引時間

試料の透明化

計数条件

計数アスベスト

定量限界

メンブレンフィルタの直径

名 称
測定3 測定1,2,4,6,7,8

位相差顕微鏡

25 mm

1 ㍑/min 5 ㍑/min

5 min 120 min

50 ｆ/㍑ 0.5 ｆ/㍑

直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比3：1以上

総アスベスト繊維数200本又は視野数50視野

アセトンートリアセチン法又は、シュウ酸ジエチル法

0.3 ｆ/㍑

240 min

10 ㍑/min

47 mm

測定5

都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。測定機関：

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)･

による位相差・分散鏡法鏡法」

JIS K 3850-1･ 「空気中の繊維状粒子測定方法－第１部：光学顕微鏡法及び走査電子顕微

（6.3.1～6.3.4）による。

特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋め立て処分する｡）

･ 埋立処分（ 特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋め立て処分する｡）

･

･ 現場説明書による ･ 任意施設（監督職員の承諾による）

最終処分場の名称・ 所在地（km）

中間処理： ･ 都道府県知事等から設置許可を受けた溶融施設において溶融

･ 環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

 ２.

 ３.

 ４.

除去工事共通事項

石綿含有吹付け材の

除去

石綿含有保温材等の

除去

（6.2.1～6.2.9）による。

石綿含有吹付け材等の処分：

石綿含有吹付け材の除去工法：

湿潤化処理とする*飛散防止措置：

（6.3.2(2)(ｱ)～(ｳ)）による。除去した石綿含有吹付け材等の梱包：

び後片付け：

作業場の隔離等、工法、除去した石綿（アスベスト）含有吹付け材の保管・運搬・処分等、確認及

び掲示、保護具等、保護衣・作業衣：

専門工事業者、石綿作業主任者、除去作業者、特別管理産業廃棄物管理責任者、施工区画、表示及

･ 埋立処分（

･

･ 現場説明書による ･ 任意施設（監督職員の承諾による）

最終処分場の名称・ 所在地（km）

中間処理： ･ 都道府県知事等から設置許可を受けた溶融施設において溶融

･ 環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)･

（6.3.2(1)(ｱ)～(ｴ)）による。*

(　　　　　　　　　)･固形化処理とする･

石綿（アスベスト）含有保温材等の除去、作業場の区画、工法、除去した石綿（アスベスト）含有

保温材等の保管・運搬及び処分、確認及び後片付け：

石綿含有保温材等の除去工法：

（6.4.1～6.4.4）による。

･ 破壊して除去（３節「石綿含有吹付け材の除去」による。）

･ 原形のまま手ばらしによる除去（（6.4.2～6.4.5）による｡）

石綿含有保温材等の処分：

※六価クロム溶出試験（　　　か所）
　試験については、

※強度試験
　（１）配合設計時における地盤改良の強度試験は、
　　　室内配合試験（一軸圧縮試験・目標強度２．２Ｋｇ／ｃｍ2）とし、試験の結果
　　　を報告書にまとめ、速やかに監督職員に提出すること。
　（２）室内強度試験において目標強度を得られない場合は、監督職員と協議の上、
　　　　固化材添加量を変更する。

・地盤改良

・サウンディング試験（　　　か所）

材　料：※セメント系（無粉塵型）　　　・使用量（　　　　Ｋｇ／ｍ２程度）
製造所：

・汚水槽等の撤去 ・撤去前に洗浄、消毒を要する物
　　　　・汚水槽　　　・し尿浄化槽　（消毒は別途）　　・住戸の便槽

※山留め ※計量鋼矢板工法　　・親杭横矢板工法（※Ｈ鋼　　・　　　　　）　・その他（　　　　　）図示

※排水 工事に支障を及ぼす雨水、湧き水、たまり水等は、適切な排水側溝、集水ます等を設け、
ポンプ等により排水すること。

※建設発生土の処理 ※場内処分　（※　敷ならし　　・　　　　　　　　）　　・場外処分

※整地・埋戻し ※解体撤去跡は、施工範囲を整地し、後片付け、清掃を行うこと。

※整地後は、１０ｍメッシュでレベル測量を行い、図面を作成し監督職員の確認を受けること。
なお、周辺の道路高さ、宅地高さ等は、監督職員の指示により測定すること。

※埋戻しは、ランマ―等により締め固めつつ埋め戻しをすること。

※ブルドーザーによる整地は、転圧後の通過軌跡が重なり合うように走行転圧を行う。なお、
転圧はその土質、使用機械に応じて締め固めに適した含水状態で行う。

※整地に必要な埋め戻し土（・場内発生土流用　　　※客土　　　　　　　）

 ５. 石綿（アスベスト）含有成形板の除去、作業場の区画、工法、除去した石綿（アスベスト）含有成

形板の保管・運搬及び処分、確認及び後片付け：

石綿含有成形板の除去工法：

（6.5.1～6.5.4）による。

 ６.

･ 石綿含有石膏ボード（管理型最終処分場で埋め立て処分）

最終処分場の名称・ 所在地（km）

･ 現場説明書による ･ 任意施設（監督職員の承諾による）

･ 石綿含有石膏ボードを除く石綿含有成形板

･ 埋立処分（

最終処分場の名称・ 所在地（km）

･ 現場説明書による

･ 中間処理（ 環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う｡）

･ 現場説明書による

中間処分場の名称・ 所在地（km）

石綿含有仕上塗材の除去、作業場の区画、工法、除去した石綿含有仕上塗材の保管、運搬及び

処分、確認及び後片付け： （6.6.1～6.6.5）による｡

石綿含有仕上塗材の除去工法：　・　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

石綿含有成形板の処分：

石綿含有モルタルなど外部

の除去工法：

･ 散水により湿潤化した後、原形のまま手ばらしによる除去

･

等により十分に湿潤化した状態で作業を行う｡）

･ 破砕等による除去（監督職員と協議の上、湿潤材等の噴霧、散水

外部足場四方を撤去部分より１Ｍ以上高く及び床部分をビニルシ

ート等により囲い撤去する（養生シートは石綿含有材として処分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すること）

石綿含有産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋め

立て処分する｡）

･ 任意施設（監督職員の承諾による）

･ 任意施設（監督職員の承諾による）

石綿含有仕上塗材の

除去

石綿含有成形板の

除去

６
　
そ
の
他
関
連
工
事

工事概要　特記仕様書

主建物解体工事

附属建物（倉庫・屋外便所）解体工事

外構解体工事

１） 
２） 
３） 

４　.工事規模

解体

解体

解体

解体

外構

主建物

附属建物：倉庫

附属建物：屋外便所

地上3

平屋

平屋

8.28

1.54

建て　（地下　　階)

建て　（地下　　階)

１） 

２） 

３） 

４） 

延面積

延面積

延面積

一式

木造

鉄骨造 (一部 鉄筋コンクリート造)
ｍ2

ｍ2

ｍ2
補強コンクリートブロック造

階建て　（地下　　階)
292

５　.工事内容
１） 
２） 
３） 
４） 
５） 

残留物、ガラの撤去工事

アスベスト除去工事

塀・門扉、樹木、犬走りコンクリート、雨水排水管、雨水桝の撤去工事

設備撤去工事 （給・排水管、ガス管、雑・汚水桝、残置空調設備、残置換気設備、電線、電線管、

残置照明器具、残置電気メーター）

詳細工事範囲は図示による6） 

主建物（基礎・地中梁を除く）及び付属建物撤去工事

６　.仕様書の適用・疑義
１） 
２） 
３） 
４） 
５） 

現場説明書

特記仕様書

図面

建築物解体工事共通仕様書

質疑回答書（下記 ２）から ４）に対するもの）

「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）最新版」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。

 （１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「建築物解体工事共通
仕様書（最新版）」（以下、「解体共通仕様書」という。）による。
図面、本特記仕様書及び解体共通仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の

Ⅱ.　特記仕様書

１．共通事項

 （２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事特記
仕様書を適用する。

・○
・○

・○
※・○ ○

（１）項目は、番号に  印のついたものを適用する。
（２）特記事項は、  印のついたものを適用する。

　　印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。
　　印と　印のついた場合は、共に適用する。　

（３）特記事項に記載の（　.　.　）内表示番号は、解体共通仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。
（４）特記事項に記載の（改修　.　.　）内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。
（５）図中の数字番号（○‐○○‐○：注○には数字が入る）は、「建築工事標準詳細図（平成２８年版）」の分類番号
　　　を指す。
（６）図面、本特記仕様書、解体共通仕様書及び改修標準仕様書に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示して

いる場合において、それらが関係法令の改正等により（条例を含む）抵触する場合には、関係法令等の遵守
（１．１．１３）の規定を優先する。

２．特記事項

１
　
各
章
共
通
事
項

１.適用基準等

・
・　構内舗装・排水設計基準　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成３１年版）
・　建築工事標準詳細図　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）

（１．１．４）※　行う　　　　　・  行わない２.工事実績情報の登録

（１．３．３）３.電気保安技術者等 ・　適用する　　　　　・　適用しない

電気工作物保安規定
国土交通省近畿地方整備局営繕工事事業用電気工作物保安規程を（※適用　　・準用）し、
第１１条に定める電気保安技術者をおくものとする。また、この者は解体共通仕様書による
電気保安技術者を兼任できるものとする。

電気工作物の種類
※　事業用電気工作物　　　　　・　一般電気工作物

４.施工条件 工期中　　　　　・　執務並行工事　　・　建物全館無人（執務者無し）工事 （１．３．５）
・　その他（　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　  　　）

特別管理産業廃棄物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１．３．１０）５.発生材の処理

発生材の種類 処理方法
・廃石綿等 場外適切処理
・ＰＣＢ含有物
・ＰＣＢ含有シーリング材

・　現場において再利用を図るもの（　・　　　　　　　　　　　　　　　 )（１．３．１０）

・　引渡しを要するもの　　　　　（　・　金属類等　　　・　　　　　　 )（１．３．１０）

・　再資源化を図るもの　　　　　　　                       　 　　　  （１．３．１０）

・　その他発生材　　　　　　　　　　                        　　　　  （１．３．１０）

・　石綿含有成形板　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　（１．３．１０）

調査範囲　　※　図　示　　　　　・　

調査方法　　※　図　示　　　　　・　

（１．４．２）

７.技能士 （改修１．６．２）※　適用しない
・　適用する

　適用する技能士の技能検定における選択作業　工事種目
仮設工事 ・　とび作業

埋設配管の経路等が不明な場合は、試験掘方法等を監督職員と協議する。 

８.地中埋設物等 （１．３．６）解体共通仕様書によるほか、下記による。 
施工前に、当該工事に係わる地中埋設物等について事前調査を行う。既設構造物の位置及び既設

６.施工数量調査

10.近隣家屋調査

駆除作業者は「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」に基づく登録業者とする。

建築物等の解体に際して、仮囲い等の設置完了時に建物の内外に薬剤を散布して、ゴキブリ等の

害虫駆除及び移動防止を図ること。

12.システムへの登録 建設副産物情報交換システムへの登録（請負代金が１００万以上の場合）

・　適用する

施工計画時、工事完成時及び登録情報の変更が生じた場合は速やかに建設副産物情報センター

（㈱日本建設情報総合センター建設副産物センター）にデータ入力を行う。

入力した工事にあたっては、当該システムにより再生資源計画書及び再生資源利用促進計画書を

作成し施工計画書に含め、かつ当該システム工事登録証明書を監督職員に提出しなければならない。

11.事前措置

　共済制度

建設業退職金共済制度（以下「建退共」と言う）は建設現場で働く労働者を被共済者としたものであり

請負業者のみならず下請け業者までこの制度の主旨を理解し、各現場ごとに建退共の証紙を購入し、

「退職金掛金収納書届」を提出する。「建設業退職金共済制度適用事業主工事現場」の標識（黄色）を

工事用表示板付近の見やすい所に掲示する。

項　目 特　記　事　項章

13.建設業退職金

14.近隣説明会 工事の施工に当たって近隣説明会を開き、工事の施工上必要な折衝を行うものとすること。

15.完成時の提出図書 完成図：※要（設計図一式）

　　　　　CAD・PDFデータ：CDーROM　１枚

　　　　・不要

（改修２．２．１）

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

・　外部足場　　・設置する　（設置範囲　・工事に必要な範囲　・　　　　　　　　　　　）

 　　　　　　　 ・設置しない

・　内部足場 ・設置する（※　脚立、足場板等　　　　・　　　　　　　　　　　　　　）

・設置しない

・　防護シート ・設置する（設置範囲　　　・工事に必要な範囲　・　　　　　　　　　　）

・設置しない

２.足場等
別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置方式

・材料、撤去材等の運搬方法 （改修表２．２．１）
種別（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種）
Ｃ種：利用可能なエレベーター（　　　　　　）
Ｄ種：利用可能な階段　　　　　（　　　　　　）

（改修２．３．１）１）養生の方法等３.既存部分の養生
・　既存部分　　養生の方法（※ビニールシート、合板等　・　　）
・　既存家具、既存設備等　　　　養生の方法（※ビニールシート等　・　　）
・　既存ブラインド、カーテン等　 養生の方法（ ・ ビニールシート等　・　　）

保管場所（・図示　　・　　）

・備品、机、ロッカー等の移動（・図示　　・　　）

２）既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また万一損傷等を与えた

場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

（改修２．３．２）４．仮設間仕切り

（改修表２．３．１）
仕上げ（厚さmm） 充填種別 塗装

・Ａ種 ・せっこうボード（9.5mm） グラスウール※なし
　種類（※GB-R  ・　　　） ・片面 厚さ※50mm(24kg/m3 ・　　　）
　厚さ（・　　㎜ ※9.5mm）

・合板・Ｂ種
　材種（※ﾗﾜﾝ合板 ・ 　 ）
　厚さ（・　　㎜ ※9.5mm）
・

防炎シート※Ｃ種

１） 仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　・ 図示　　・ 　

２） 仮設間仕切りの種別と材質等

材質 塗装 設置箇所仕上げ

※合板張り程度※木製 ・なし ・箇所
・ ・片面 ・図示

・ ・

３） 仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

（改修２．４．１）

・　設ける　　　　 　・　設けない５．監督職員事務所
・　既存建物の一部を使用する

規模（・１０　　・２０　　・３５　　　・　　　）㎡程度

仕上の程度　　下表を標準とする

仕上げ部位等
床 合板張り又はビニル床シート張り

内壁・天井 合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルションペイント塗り

屋根 塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

監督職員事務所の備品等

・　設ける（種数及び数量は監督職員の指示による）　　　　・　設けない （改修２．４．１）

構内既存の施設　　　　　・　利用できる（※　有償　　　・　無償　　）　　　・　利用できない６．工事用水

構内既存の施設　　　　　・　利用できる（※　有償　　　・　無償　　）　　　・　利用できない７．工事用電力

８．仮囲い等

**

　種　類  設置場所  設置期間

・高さ２．０m 図示の範囲とする・万能塀

・高さ１．８m・フェンスバリケード 図示の範囲とする

・シートゲート   幅  ・３．６m 
箇所  高さ４．５m

・交通誘導員 人・日延べ

・高さ３．０m ・防音シートH=2.0m

・仮設外灯 ・　　　灯　（ ・ 設置済　　・ 一部移設　　・ 新設　）

仮囲いを撤去する場合、工事完了時まで仮設外灯の代替措置を講ずること。

維持管理（電気料金含む）：　・ 要　（本工事　各工区の負担とする。）　・ 不要

※交通誘導員 警備業法第２条第４項に規定する警備員で交通誘導業務に従事するもの。

1・ 要 （常駐　１人、重点　　人）　　・ 不要　　・（　　　　　　）

※高圧洗浄機 ※洗車用： 要 （※ １台　　　　　・　　台）（水道、電気使用料共）　　・ 不要　

※散水用： 要 （※大割圧砕機１台につき２台　・小割圧砕機１台につき１台）　・ 不要　

※道路養生

水道、電気使用量：本工事の負担とする。

重機等の搬出入時は、道路面等の損傷が生じぬよう養生を行うこと。

維持管理：本工事負担とする。

特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了した時は、建設リサイクル法による再資源化等完了報告書

建設リサイクル法等の関係法令や関係条例等を遵守して適切に処理を行うこと。
４
　
建
設
廃
棄
物
の
処
理

関係法令に遵守※ 建設廃棄物の処理に際しては、循環型社会形成推進法、産業廃棄物処理法、資源有効利用促進法、

※ 建設廃棄物の処理計画 建設廃棄物の処理に先立ち、種類別に具体的な処理計画を定め、施工計画書に記載すること。

※ 再資源化完了報告書等

又は監督職員が指示する様式による再資源化利用促進計画書（実施書）を監督職員に提出すること。

※ 廃材処理運搬 ・　廃材処理運搬車の荷台は、運搬中廃材、ほこり等が飛散しないようシートで覆う。

・　運搬中落下の恐れの無いよう留意し、荷台から廃材がはみ出さないよう積載する。

・　請負者は処分先を現地確認し、工事車両通行経路と共に写真撮影する。

・　アスベスト含有建材の処理運搬については「関係法令等」に基づくこと。

（積載超過厳禁）

※ 家電４品目の処理 エアコン・冷蔵庫・洗濯機・テレビの４品目については、家電リサイクル法（特定家庭用機械再

商品化法）に基づき、資源の有効利用を推進するよう適切な処理を行うこと。

※ 小型家電の処理 小型家電については、小型家電リサイクル法に基づき、資源の有効利用を推進するよう適切な

処理を行うこと。

監督職員の指示した事項及び監督職員と協議した結果について、記録を整備する。

工事着手前の現況部分、施工後見え隠れ等になる部分及び監督職員の指示する重要な工事過程並びに

完成時の、施工の記録、工事写真、見本等を整備する。

なお、工事写真は、下表によるほか監督職員の指示による。

撮影工程

事着手前
全工区工

工 事 中

完 成 時

箇　　所 備　　　　　　考部数

 1

 1

 1

 カラー

 カラー

 カラー

撮影箇所

４方向から  4 

指　　示

 2 

大 き さ
印 画 の

サービス
サ イ ズ
サービス
サ イ ズ
サービス
サ イ ズ

施工の状況
 部分詳細

外　　観

16.工事の記録

写真撮影調査は、次の箇所を行うこと。

・家屋外観（正面・背面・側面・屋根面の各全影）

事前調査にあたって、あらかじめ相手方に調査日時を通知し、文書にて承諾を得ること。

・各階の状況

・建具の建付状況

・掘削線が家屋に近接する場合は、影響が想定される範囲

・建物等損傷箇所

写真撮影は、その箇所が判明できるように次の内容を記載した黒板を挿入すること。

・撮影年月日

・所有者名、または使用者名

また、可能な限り立会人、調査員を入れて撮影すること。

・ 行う　　　　　　　・ 行わない１.事前措置 （３．２．１）

杭の解体２.杭の解体
・ 行う　　　　　　　・ 行わない

（３．９．２）
杭の解体工法

・ 引抜き工法　　　　・ 破砕による解体　　　　　・パワーチャッキング工法

杭の引抜後の処理
※セメントミルク充填

さく、照明設備等の付属物の解体３.さく、照明設備等の
・ 行う　　　範囲　※ 図示付属物

特　記　事　項

解体後の埋戻し及び盛土

表層仕上げ
　 埋戻し及び盛土に当たっては、各層３０ｃｍ程度毎に締め固めること。
・ 山砂の類　　　　・ 他現場の建設発生土の中の良質土　　　　・ 再生コンクリート砂

埋戻し及び盛土の材料
・ 現状ＧＬ　　　　・ 図示

整地高さ
・ 行う　　　範囲　※ 図示

（３．１３．１）６.解体後の整地

・ 行う（伐採抜根 撤去処分）　　　範囲　※ 図示
樹木の伐採抜根及び移植４.樹木等

・ 行う　　　範囲　※ 図示
   埋設配管 地下埋設物及び埋設配管の解体

（３．１２．１）雨水ます、雨水配管５.地下埋設物・　

・ 砂利敷き（ ※ Ｂ種　　・　　　　）　　  範囲　※ 図示

・ アスファルト舗装　　  範囲　※ 図示

・ 行わない

３
　
解
体
施
工

３
　
解
体
施
工

ディスクサンダー工法（隔離負圧養生）
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一級建築士 第229359号 平田 幸隆

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

凡例

N

金下貸店舗解体工事

付近見取図　配置図　仮設計画図　解体手順図
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事前撤去リスト

1 倉庫

1

2 門塀

3 門扉

2

3

4 門塀

4

5 花壇

5

6 収納ボックス(基礎ブロック共)

6

7 雨除テント(部分撤去)
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8 スロープ手摺(部分撤去)
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アーケード柱

消防用タラップ

アーケード柱
消防用ハシゴ

アーケード柱

消防用タラップ

消防用ハシゴ

消防隊員

養生シート
防音シート

店舗２の側壁面のアスベスト除去作業ができるよう単管で足場を設置する。

ゆとりをもって取り付け、作業員がアスベスト除去作業ができ、消防隊員が

消防用ハシゴに近い範囲は、防音シート及びアスベスト除去の養生シートを

【　アスベスト除去作業時　】

【　消防用ハシゴ使用時　】

消防用タラップ

アーケード柱

防音シート

養生シート

消防用タラップ

防音シート

養生シート

作業員

消防隊員

消防用ハシゴ

消防用ハシゴ

消防用ハシゴ

消防用ハシゴ
養生シート
防音シート

消防用ハシゴ使用できるようにする。付近見取図  1/5000

単管48.6φ×2.4

単管48.6φ×2.4 番線結束

(既製品)コンクリート基礎

(既製品)フェンスバリケード

養生シート貼 H=1.0m

100 1001800

フェンスバリケード詳細図 1/50

養生シート貼

単管48.6φ×2.4

番線結束

(既製品)H=1.0m
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凡　　例

記　号 数　量名　称

工事用進入路

養生鉄板敷

・仮設使用部分に関しては工事後整地を行い、破損箇所は現状通り復旧する。

・敷地周辺での工事車輌の通行は最徐行とし、出入口付近は常に清掃すること。

・安全管理は確実に行うこと。（安全巡視員の設置等）

・各関係法規（規制等）を厳守すること。

・常に整理、清掃を心掛けること。

・振動計、騒音計を常時設置すること。

・解体にあたり重機の搬入・搬出・使用等は十分に安全対策を検討すること。

・工事用仮囲い等は図面の通りとするが、設置にあたっては現場再確認の上、監督職員と

　十分に打合せを行い、出来る限りに支障を生じさせないよう努力すること。

　また、仮設図等に明記された以外においても安全管理上必要と認められた場合は、速やかに

　適切な対応を取ること。

（各官庁への申請は，請負者 自ら行うこと）

特記事項

1219×2438 t22

W=2,600
パネルゲート

撤去建物

備　考

50mフェンスバリケード H=1,800

1ヶ所

（防音パネル張り､安全手摺､小幅ネット）  
枠組足場 W=600

単管本足場

4枚

（防音シート張り､安全手摺､小幅ネット） 

交 交通誘導員（常駐） 1名

単管ブラケット足場
（防音パネル張り､安全手摺､小幅ネット）  

 b:北門塀･門扉(手壊し)

 c:南門塀･花壇(手壊し)

 a:倉庫(手壊し)
a

b

c

d

e

 d:3階部分(手壊し)

 e:屋外階段(手壊し)

※解体材はスロープを
　を利用して手運び

 g:スロープ(重機･手壊し)

 f:便所(手壊し)f

g

 h:1･2階部分(重機)h

【解体手順1】 【解体手順2】

【解体手順3】 【解体手順4】

解体手順図

消防用ハシゴ付近での足場について※イ

1/400

1/50

【交通規制】

・工事場所周辺は3t車の通行規制
・旭通商店街、土居商店街

　歩行者･自転車専用 12:00～20:00
　一方通行（東行）

・京阪東通商店街、京阪商店街

　歩行者･自転車専用 9:00～21:00
　一方通行（北行）

1:400

凡例

工事車両走行経路

6
6
0
0

5150

交 交通誘導員（スポット）
★

1

2

3

4

5

6

7
8

11

10
9

■家屋調査箇所(計11箇所)

1 店舗兼住宅
2 店舗兼住宅
3 店舗
4 店舗兼住宅
5 神社社務所

6 神社御社
7 倉庫
8 店舗

9 店舗兼住宅
10 店舗兼住宅
11 店舗兼住宅

アーケード柱

商店街通行時

9

10

樹木 (地面より上部を撤去)
  H=3.0､C=0.5､W=1.0
樹木 (地面より上部を撤去)
  H=1.0､C=0.5､W=0.5

9

10

木造

木造

木造

木造

木造

木造

鉄骨造
鉄骨造

鉄骨造

鉄骨造

鉄骨造

2階建

2階建

2階建

3階建

3階建

3階建

1階建

1階建

1階建

1階建

1階建

約400㎡
約200㎡

約200㎡

約300㎡

約300㎡

約300㎡

約100㎡

約600㎡

約500㎡

約 10㎡

約 50㎡

調査範囲(内外部、工事着工前･工事完了後)

1名



　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

名　称 金下貸店舗解体工事

図　名

有限会社　リュウアーキテクツ一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

仕上表

　外部仕上表

部位 仕上 部位 仕上 部位 仕上 材種 アスベスト有無

  ３階屋根  アスファルト露出防水　笠木:アルミ既製品   外壁  店舗①：彩色スレート葺き(合板下地)、セラミックパネル貼り(合板下地) 、ラス張モルタル塗り吹付タイル   門扉・門塀①  門扉：鋼管加工  アスファルト露出防水 みなし含有

  ３階バルコニー  床：アスファルト防水 保護モルタル塗り　手摺：モルタル塗りアクリルリシン吹付（天端：モルタル素地）　  店舗②：ラス張モルタル塗り吹付タイル  門塀：ＲＣ造 モルタル塗り アクリルリシン吹付  アスファルト防水 みなし含有

  旧遊園地  床：アスファルト防水 押えコンクリートの上モルタル塗り  店舗③：アルミスパンドレル張り、合板下地吹付タイル　一部：小幅板張り   門扉・門塀②  門扉：鋼管加工  店舗②吹付タイル 有

 壁・ラス張モルタル塗りアクリルリシン吹付　　塀(ＲＣ造)：モルタル塗りアクリルリシン吹付　  店舗④：窯業サイディング張り、ラス張モルタル塗り吹付タイル  門塀：鋼管加工  彩色スレート みなし含有

 柱型：ラス張モルタル塗りＶＰ　　梁型：ラス張モルタル塗りアクリルリシン吹付 (一部：ケイカル板ｔ20張り－耐火被覆)　　  店舗⑤：彩色スレート葺き(合板下地)、ラス張モルタル塗り吹付タイル   塀①  ＲＣ造 モルタル塗り アクリルリシン吹付  セラミックパネル みなし含有

 天井：モルタル塗りアクリルリシン吹付 （一部：ラス張モルタル塗りアクリルリシン吹付）　　   犬走り  コンクリートの上 モルタル塗り　   屋外便所(ＣＢ造)  屋根：カラー鋼板瓦棒葺き　外壁・軒裏：モルタル塗りアクリルリシン吹付　　  ケイカル板ｔ20 (耐火被覆)

 植込ボーダー：レンガ積  店舗①：100角磁器タイル貼り   倉庫(木造)  屋根：カラー鋼板瓦棒葺き　外壁・軒裏：合板サイディング張り　腰：鋼板サイディング張り  100角磁器タイル みなし含有

  店舗②③④屋根  合板ｔ12 下地 カラー鋼板張り   スロープ(ＲＣ造)  床：モルタル塗り　上裏･簓：モルタル塗り ＶＰ　手摺：鋼管加工  窯業サイディング みなし含有

  外壁  ラス張モルタル塗りアクリルリシン吹付 (柱型・梁型：共通)　　  支柱：モルタル塗りアクリルリシン吹付(一部ＶＰ)

 一部：アルミスパンドレル張り   屋外階段(Ｓ造)  踏板：縞鋼板ｔ4.5　 簓桁：鋼管加工　 手摺：鋼管加工

　内部仕上表

階 室名 床 巾木 腰 壁 備考

アスベスト有無 アスベスト有無 アスベスト有無 アスベスト有無 アスベスト有無 アスベスト有無

みなし含有

 ショーケース①②③ 　ショーウィンドウ

　店舗①  ビニル床シートｔ2 貼り みなし含有  ビニル巾木 H=100 みなし含有  合板ｔ12下地 クロス貼り 無 無

 天井裏スラブ下：プラスター塗り 無

無

 モルタル塗りｔ20 ＶＰ H=900 無  プラスター塗りｔ9 無

　店舗①-倉庫  モルタル塗りｔ30 無  ビニル巾木 H=100 みなし含有 無

 鋼板ｔ=1.6 張りＳＯＰ 無  鋼板ｔ=1.6 張りＳＯＰ 無

 合板ｔ12下地 クロス貼り 無

 冷蔵庫(プレファブ)　 木製棚　化粧天井点検口

　店舗②  ビニル床タイルｔ2 貼り みなし含有  ビニル床タイル貼り H=200 みなし含有  プラスターｔ9下地 クロス貼り 無 無

 天井裏スラブ下：プラスター塗り 無

 モルタルｔ20下地 クロス貼り 無

 モルタル塗りｔ20 ＶＰ H=900 無  プラスター塗りｔ9 無

　店舗②-倉庫  ビニル床シートｔ2 貼り みなし含有  ビニル巾木 H=100 みなし含有 無

 鋼板ｔ=1.6 張りＳＯＰ 無  鋼板ｔ=1.6 張りＳＯＰ 無

 モルタル塗りｔ20 ＶＰ H=900 無 無

 モルタル塗りｔ30  SS業務用シンク

 プラスター塗りｔ9 無

　店舗③ 無  一部：木製 H=100 無  キッチンパネルｔ3 張り H=1000 無 無

 縁甲板ｔ12 張り　一部：御影石貼り

 合板ｔ12 現し 無  合板ｔ12 現し 無 無

 モルタル塗りｔ20 ＶＰ H=900 無  プラスター塗りｔ9 無

　店舗③-倉庫  モルタル塗りｔ30 無  ビニル巾木 H=100 みなし含有 無

 鋼板ｔ=1.6 張りＳＯＰ 無  鋼板ｔ=1.6 張りＳＯＰ 無

 化粧天井点検口　棚受金物

　店舗④  ビニル床タイルｔ2 貼り  ビニル巾木 H=100 無  合板ｔ12下地　クロス貼り 無 無無

 天井裏スラブ下：プラスター塗り 無

 ショーケース①②③  照明BOX　化粧鏡  ｱｺｰﾃﾞｵﾝｶｰﾃﾝ

　店舗⑤  ビニル床シートｔ2 貼り みなし含有  ビニル巾木 H=100 みなし含有  合板ｔ12下地 クロス貼り 無 無

 天井裏スラブ下：プラスター塗り 無

　　  フィッティングルーム  カーペットｔ6.5 貼り(合板ｔ12 下地) みなし含有  合板ｔ12下地 クロス貼り 無 みなし含有

１

 合板ｔ12張り

　  物置①  モルタル塗りｔ30 無 無 無

 モルタル塗りｔ20

　  物置②  合板ｔ12 張り 無 無 無

 モルタル塗りｔ20

 モルタル塗りｔ30  ビニル巾木 H=100 みなし含有  モルタル塗りｔ20 ＶＰ H=900 無  押入

　会議室 無 無  プラスター塗りｔ9 無

和室  タタミｔ55 敷き  一部 縁甲板ｔ12 張り  タタミ寄せ　一部 雑巾摺 無  モルタル塗りｔ20 ＶＰ H=700 みなし含有

 モルタル塗りｔ20 ＶＰ H=1250 無

　廊下  モルタル塗りｔ30 無  プラスター塗りｔ9 無 無

 100角タイル貼り H=1250 みなし含有

 用具入

　便所  50角モザイクタイル貼り みなし含有  100角タイル貼り H=1300 みなし含有  プラスター塗りｔ9 無 無

 トイレブース(合板フラッシュ)

 ラス張りモルタル塗り アクリルリシン吹付

　物置(店舗③横)  モルタル塗りｔ30 無

 アルミスパンドレル張り 無

　別棟・屋外便所  モザイクタイル貼り みなし含有  100角タイル貼り H=1300 みなし含有  プラスター塗りｔ9 無 みなし含有

 分割物入(６室)

　別棟・倉庫  合板ｔ12 下地 ニードルパンチカーペットｔ4 敷き みなし含有  木製 H=60 無 無

 棚

　集会室 みなし含有  ビニル巾木 H=100 みなし含有  モルタル塗りｔ20 ＶＰ 無 無

 モルタル塗りｔ20 ＶＰ 無  流し台L=750　コンロ台L=600  戸棚 

　湯沸室 みなし含有  モルタル塗りＶＰ H=100 無 無

 流し台周り：100角半磁器タイル貼り みなし含有

３ 　  用具入 みなし含有  モルタル塗りＶＰ H=100 無  プラスター塗りｔ9 無 無

　便所  25角モザイクタイル貼り みなし含有  モルタル塗りｔ20 ＶＰ 無 みなし含有

無

 合板ｔ12張り

 化粧合板ｔ12 張り

天井

 ＰＢｔ9.5下地 クロス貼り

 合板ｔ9 下地 クロス貼り

 下り天井：合板ｔ9 下地  クロス貼り

 有孔ＰＢｔ=9.5 貼り

 合板ｔ9 下地 クロス貼り

 有孔ＰＢｔ9.5 張り

 プラスター ｔ9 塗り　

 一部：縁甲板ｔ12 張り

 梁型：ラス張りモルタル塗り ＶＰ

 有孔ＰＢｔ9.5 張り

 合板ｔ9 下地　クロス貼り

 合板ｔ9 下地　クロス貼り

 合板ｔ9 下地　クロス貼り

 モルタル塗り アクリルリシン吹付

 合板ｔ9 張り

 有孔ＰＢｔ=９.５

 押入　ＰＢｔ9.5 張り

 有孔ＰＢｔ9.5 張り

 有孔ＰＢｔ9.5 張り

 ＰＢｔ9.5 張り

 化粧合板ｔ9 張り

 有孔ＰＢｔ9.5 張り

 有孔ＰＢｔ9.5 張り

 有孔ＰＢｔ9.5 張り

 ＰＢｔ9.5 張り

A-03

 犬走りタイル みなし含有

 ビニル床タイルｔ2 貼り

 ビニル床タイルｔ2 貼り

 ビニル床タイルｔ2 貼り

無
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5

フィッティング

店舗④

SS 40φ

天井付ﾊﾝｶﾞｰﾊﾟｲﾌﾟ

(計３ケ所)

H=2660

腰

壁

：

C
B
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存

置
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　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事

１階平面詳細図 1:50

１階平面詳細図　S=1:50

 竪樋 VP65φ

 隣家CB

土

留

め

範

囲

を

示

す

 
L
=
1
3
.
6
ｍ

A

屋外残置資材*

【存置】 【存置】

2,500≒

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ切りを示す

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ【存置】

SS 30φ L=1000

1
.
7
7

9
.
1
7

2
.
1
2

4
.
2
1

0
.
5
0

6
.
1
6

17.14

4
.
2
7

1
3
.
5
0

1
1
.
8
3

▽

隣
地

境
界

線

5
0
0

▽

隣
地

境
界

線

▽

隣
地

境
界

線

3
0
0

(
)

土間コンクリート

【撤去】

土間コンクリート

【撤去】

A-断面図　S=1:50 B-断面図　S=1:50

土留め

新設

スロープ

【撤去】

1,080

スロープ

【撤去】

1,080

8
0
0

9
0
0

3
0
0

L-65x65x6 @900

5
0
0

土留め

コンパネｔ15 コンパネｔ15

L-65x65x6 @900

9
0
0

3
0
0

5
0
0

D10 ﾀﾃ@800

ﾖｺ@400

笠木 モルタルこて押え

土留め

【撤去】

埋戻し土(客土)

6
5
0

CBｔ100 ４段化粧積

～
7
0
0

C-断面図　S=1:50

スロープ

【撤去】土間コンクリート

【撤去】

1,080

▽

隣
地

境
界

線

整地面

≒200

　45x45x1500L

材種

木材

木材

木材 　450x900xｔ45

　45x45x1800L

合板 　900x180xｔ3

合板 　900x900xｔ5

竹 　60φx5400L

カーペット 　300φx1200L

ポリバケツ 　250φx200H

カーペット 　100x100x600

倉庫(附属建物)内 残置資材リスト

シート 　300x300x600

ポリ籠 　400x300x300H

　300φx150H

鋼管 　30φx1800L

鋼管 　40φx1500L

鋼管 　25φx2000L

　60φx1500L鋼管

　400x300x300H

鋼管 　40φx1000L

ポリタライ

テープレコーダー

材種

一斗缶 　250x250x400H

ポリッシャー 　300x250x1200H

投光器 　200x200x400H

電気コード類

電気コード類

　900x900x900

　900x900x600

その他雑物

その他雑物

その他雑物

その他雑物

　200x200x300

　400x200x200

　300x100x400

　200x400x1500

その他雑物

その他雑物

その他雑物

　300x300x300

　900x900x500

　300x400x150

その他雑物

その他雑物

　900x900x300

　900x900x200

形状 個数 形状

10

6

6

2

14

2

1

2

1

1

1

1

8

20

27

1

1

6

4

1

2

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

個数

 鋼製棚受ｱﾝｸﾞﾙ

個数

店舗②-冷蔵庫内 残置資材リスト

長さ(m)

 L-40x40 1.2 6

 鋼製棚受ｱﾝｸﾞﾙ  L-40x40 0.8 4

 鋼製棚受ｱﾝｸﾞﾙ  L-40x40 0.5 12

 鋼製棚受ｱﾝｸﾞﾙ  L-40x40 1.5 1

 鋼製棚板  W=500 1.5 1

形状

 W=500

 W=500

1.7

1

2

0.7

 木製棚

 木製棚

＜木製棚仕様＞　　棚板：合板

框  ：36ｘ60

根太：36ｘ45 @450

材種 材種 寸法 個数

 花崗岩

 花崗岩  ｔ40x600x600

 ｔ60x300x300

 花崗岩  ｔ40x300x300

 舗石ブロック  ｔ80x300x200

11

10

81

109

店舗⑤内 残置資材リスト

 ｔ120x640x640

 ＣＢ

 コンクリート集水桝縁塊

材種 寸法符号

A

B

備考

 モルタル塊付

 蓋なし

個数

1

4

C  陶器製プラントボックス 1 350φx450H

屋外 残置資材リスト

 ｔ100x390x190

75150

既存コンクリート

▽道路境界線

( )

改修後

道路舗装面

改修前

75150

▽道路境界線

( )

道路舗装面

カッター切りのうえ撤去すること。

注）店舗等の土間コンクリートは側溝沿いに

側溝を損壊せずに撤去することが困難な場合は

全撤去・新設とする。

100

撤去前

(撤去土間天端ﾚﾍﾞﾙ)

土間コンクリート【撤去】

道路側溝周り詳細図　S=1:20

（ｶｯﾄ面ﾓﾙﾀﾙ補修の事）

隣

家

 
土

間

コ

ン

舗

装

B

隣

家

塀

隣

家

塀

550

1
,
1
5
0

竪材:35x60

枠材:40x40

小波鋼板

鋼製グレーチング

天端 金こて押え

側溝【補修】

舗石ブロック

(一部 花崗岩)

【存置】

鋼製グレーチング(Ｕ字溝・歩行用・細目)

【新設】

A-04

6
0

1
5
0

(通し)

250

注）コンクリート強度：Fc＝18N/㎜2

鉄筋：SD295A

スランプ：18㎝

1-D13

C
B
ｔ

1
0
0
 
撤

去

･
新

設

範

囲

を

示

す

 
L
=
1
2
.
3
ｍ

塀扉撤去

平板ブロック 平板ブロック

【撤去】

CBｔ100【撤去】

CBｔ100【撤去】

【撤去】



寸法符号 備考個数
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２階平面詳細図　S=1:50
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３階平面詳細図　S=1:50
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根

＜凡例＞

間仕切り壁：ＣＢｔ100積み

外壁：軽量鉄骨下地 両面ラス張りモルタル塗り

一部 プラスター塗り
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H
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4
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門扉･門塀②

【全撤去】

隣家建物

【工事範囲外】
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屋外残置資材

RD

*

D

材種

RD

屋外 残置資材等リスト

 舗石ブロックE

 鋼製掃除蓋  ｔ3.2x400x400

 ｔ60x300x300

D

D

E

E

E

D

植
込
②

植
込
②

F

F  舗石ブロック（集積）  ｔ60x300x300

3

3

48

　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事

２・３階平面詳細図  屋根伏図 1:50 1:100 A-05



⑩

③

B a
g

matsuda

Ａ－ 立面図  S=1:100 Ｃ－ 立面図  S=1:100

B a
g

matsuda

Ｂ－ 立面図  S=1:100

Ｅ－ 立面図  S=1:100Ｄ－ 立面図  S=1:100 Ｆ－ 立面図  S=1:100 Ｇ－ 立面図  S=1:100

アーケード

ｱｰｹｰﾄﾞ天井面

Ｈ－ 立面図  S=1:100 Ｉ－ 立面図  S=1:100 Ｊ－ 立面図  S=1:100

⑦

②

②

①

⑪

⑪ ⑪ ⑪

①

①

④

⑤

③③

③

⑥

⑥

⑫

③

⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

⑥

⑥

⑥

④

②

①

⑬ ⑬

①

①

①

⑬

①

①

①

①

① ①

①

⑬

①

①

①

①

①①

①

①

⑤

④

① ①

②① ⑥

①

①

②

①

⑫

⑧ ⑧ ⑧

②

②

⑭ ①

①

①

⑨

⑨ ⑨ ⑨ ⑨

①

①

⑧ ⑧

①

⑮ ⑮

⑯ ⑯ ⑯ ⑯

⑯

注）

 外壁屈曲位置を示す

ビニールテント

補強枠 GP25A

補強枠 GP25A

ビニールテント

4,950

1,250 2,550 1,150

⑰ ⑰ ⑰

1
,
7
5
0

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

1
,
7
5
0

⑱

⑱

⑱

③

⑲

①

⑲⑲

①

⑳

⑲⑲

⑲

①

⑱

⑲

② ②

②

② ①

波板鋼板張り 波板鋼板張り 波板鋼板張り

⑥ ⑱

③

(ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ直付)

3
,
2
0
0

2
,
3
0
0

ｱｰｹｰﾄﾞ天井面

8
8
0

9
5
0

4
5
0

角波鋼板張り(アーケード所有)

角波鋼板(アーケード所有)

アングルトラス補強

角波鋼板張り(アーケード所有)

アングルトラス補強

波型鋼板(アーケード所有)波型鋼板(アーケード所有)

電照看板 880x1860

枠 ｶﾗｰ鋼板

ｱｸﾘﾙ板嵌込

角波鋼板張り(アーケード所有)

ｱｰｹｰﾄﾞ天井面 ｱｰｹｰﾄﾞ天井面

看板木枠(材厚30 D=90）

W=4600 H=500

ｱｰｹｰﾄﾞ天井面

角波鋼板張り(アーケード所有)

アングルトラス補強

　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事

立面図 1:100

KEY-PLAN

Ｈ

Ｊ

Ａ

N

Ｆ

▲

Ｃ

▲

▲

Ｉ

▲

▲

Ｄ

Ｅ

▲

▲

Ｂ

▲

▲

Ｇ

▲

＜仕上凡例＞

符号 符号 符号 符号 符号

 ラス張モルタル塗りアクリルリシン吹付  セラミックパネル貼り (下端見切縁：鋼板加工)  レンガ積み  ネットフェンス（塩ビ被覆菱型ネット）  鋼板製笠木① ⑤ ⑨ ⑬ ⑰

 モルタル塗りアクリルリシン吹付  ラス張モルタル塗り 吹付タイル  鋼製軽量シャッター  モルタル塗り ＶＰ  ラス張モルタル塗り 吹付タイル② ⑥ ⑩ ⑭ ⑱

 アルミスパンドレル張り (天端 アルミ製見切縁)  窯業サイディング張り （ 笠木･下額縁：鋼板加工）  アルミ製笠木  ラス張モルタル塗り ＶＰ (ペイント模様書き)  竪樋 塩ビ管③ ⑦ ⑪ ⑮ ⑲

 彩色スレート葺き  ラス張モルタル塗り ＶＰ  鋼板製笠木  鋼管(GP25A)格子組み (四方枠：鋼板加工)  軒樋 塩ビ製④ ⑧ ⑫ ⑯ ⑳

⑫

⑱

テント

テント

方杖

L=1500

照明器具取付板

ｔ30x200x5700L

GP25A

▼

▼

▼

〈凡例〉

▼

⑱ :見返し寸法 = 150

仕上 仕上 仕上 仕上 仕上
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【ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ養生】

【ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ養生】

【ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ養生】
【ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ養生】 【ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ養生】

【ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ養生】

【ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ養生】

【工事範囲外】

隣家建物

⑳

角波鋼板張り(アーケード所有)

【ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ養生】

アングルトラス補強

【工事範囲外】

隣家建物

テント撤去跡 【モルタル補修】

(ビス穴含む)

(ビス穴含む)

テント撤去跡 【モルタル補修】



特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事

天井伏図 1:100
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Ｒ Ｂ
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Ｇ

Ｂ
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①

Ｈ
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Ａ

Ｇ

湯
沸
室

Ｋ Ｂ

Ｈ

Ａ
Ｂ

ボ
ー
ダ

ー

Ｍ 店
舗
②

Ｂ
ｽﾃ
ﾝﾚ
ｽ加

工

Ｑ Ｈ
Ｈ-

倉
庫

Ｊ
Ｈ会議室

Ｈ
Ｎ

Ｂシ
ョ

ー
ケ

ー
ス

②

Ｈ

便所

Ｂ

Ｈ

ＧＢ

Ｆ

Ｈ
Ｉ

Ｇ
Ｈ

Ｈ

Ｈ

店
舗
③

-倉
庫

店
舗
②

Ｈ

Ｂ廊下

Ａ ＨＢ

Ａ

Ｐ ショーケース③

Ｏ

Ｈ
Ａ Ｈ

Ｈ

Ｄ

ＡＥ

Ｅ
Ｃ

店舗⑤店舗③

店舗④
Ｉ

照明ＢＯＸ：2400x3000

Ｄ Ａ

シ
ョ

ー
ケ

ー
ス

②

木製格子組(見付 60㎜)

アクリル板嵌込

シ
ョ

ー
ケ

ー
ス

①

ＨＦ

２階天井伏図　S=1:100 ３階天井伏図　S=1:100

Ｅ

Ｍ
Ｆ

物置
Ａ Ａ

Ｍ

Ｍ

Ｊ

Ｍ

１階天井伏図　S=1:100

符号

Ｍ 　鋼板

Ｎ   ケイカル板ｔ20 (耐火被覆)

Ｏ   ラス張モルタル塗り　吹付タイル

Ｐ 　合板張り

Ｑ   ケイカル板　吹付タイル

Ｒ   ＰＢｔ9.5下地 クロス貼り 

Ｓ   化粧合板張り

  天井裏スラブ下：プラスター塗り

　化粧天井点検口 (アルミ製 450角)

天井仕上表

符号

Ａ   合板下地 クロス貼り 

Ｂ   有孔ＰＢｔ=９.5

Ｃ   プラスター塗り

Ｄ   縁甲板張り

Ｅ   ラス張りモルタル塗り ＶＰ

Ｆ   ＰＢｔ=９.５ ＶＰ

Ｇ   モルタル塗りアクリルリシン吹付

Ｈ   ラス張モルタル塗りアクリルリシン吹付

Ｉ   モルタル塗り ＶＰ

Ｊ   ラス張モルタル塗り　吹付タイル

Ｋ   ケイカル板 ＶＰ

Ｌ 　木製サイディング張り

仕上 仕上
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2
,
0
0
0

3
5
0

1
0
0

シャッターBOX 

2
,
1
5
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

4
8
0

ショーケース①

1
,
8
0
0

ショーケース②

2
,
3
5
0

FIX

FIX

FIX

ショーケース①ショーケース②ショーケース②

2
,
3
3
5

Ａ面 Ａ面 Ｄ面Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

店舗① 店舗①－倉庫

1
,
8
0
0

1,850 2,450

鋼板間仕切壁

2
,
5
0
0

Ａ面 Ｄ面

鋼板間仕切壁 鋼板間仕切壁

１ＦＬ

１ＦＬ

店舗②－倉庫

鋼板ｔ1.6張り

力骨 2L-30x30x3

　＠600(ﾀﾃﾖｺ共)

2
,
9
8
0

OPEN

2
,
3
3
5

垂壁

2
,
5
0
0

店舗③－倉庫

Ｂ面

鋼板間仕切壁

鋼板間仕切壁

小幅板張り 

 合板張り

店舗③ 外壁

Ａ面

スタッコ仕上(合板下地)

OPEN

2
,
4
6
0

2
,
3
6
0

1
0
0

竪樋 

6
0
0

Ｄ面

垂壁：ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ 

 竪樋

200□x60

 ｵｲﾙﾊﾟﾝ(SS)

3
,
0
8
0

1
0
0

受桟：90x60 

2,500

  竪胴縁 40x45

 合板張り

Ｃ面Ｂ面

店舗③

Ａ面

1
0
0

2
,
3
0
0

2
,
0
0
0

9
0
0

8
0
0

OPEN

木製巾木 

モルタル塗り

プラスター塗り

2
,
9
8
0

1
,
8
0
0

2
,
9
8
0

1
0
0

3
,
0
8
0

１ＦＬ

１ＦＬ

店舗②

１ＦＬ

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

450

OPEN

棚

1
5
0

2
,
5
0
0

 隔壁：合板フラッシュｔ=60

2
,
5
1
0

2
,
8
5
0

1
,
8
0
0

SS流し台

照明BOX

木枠 450□

ﾃﾞｻﾞｲﾝ硝子嵌込

キッチンパネル

 プラスター塗り

 付マグサ

 付柱

合板ｔ15x450□

7列3段

化粧縁

ｔ30

ｽﾃﾝﾚｽ張り

合板の上

合板の上

ｽﾃﾝﾚｽ張り

キッチンパネル張り

 垂壁を示す

屈曲位置 屈曲位置 屈曲位置 屈曲位置 屈曲位置

冷蔵庫 冷蔵庫

2
,
3
5
0

2
,
6
0
0

2
,
6
5
0

5
0

店舗④

Ｄ面Ｃ面Ｂ面Ａ面

棚受レール

SS L=2.2m

棚受レール

SS L=1.5m

SS L=1.5m

棚受レール

SS L=1.5m

棚受レール

　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事
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Ａ面 Ｄ面Ｃ面Ｂ面

2
,
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0

便所

１ＦＬ

１ＦＬ

１ＦＬ

1
,
8
0
0

 ｱｺｰﾃﾞｵﾝｶｰﾃﾝ ﾚｰﾙ

2
,
7
0
0

OPEN

1
,
8
0
0

970

抽斗４段

2
,
2
5
0

2
0
0

ショーケース①

W＝450

W=2700

W＝400

OPEN
掲示板

900角

Ａ面

60

6
3
0

ショーケース③

Ａ面

ショーケース②

W＝980

OPEN

W＝650

 幕板：木製

Ａ面 Ｂ面 Ｂ面 Ｃ面

2
,
7
0
0

照明ＢＯＸ

2
8
0

OPEN

1
0
0

1
,
8
0
0 ショーケース③

ショーケース②

 幕板：木製

Ｄ面

1
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0
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2
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0

5
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0

1
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0

 幕板：木製
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0

2
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0

ショーケース③

2
,
4
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0

2
,
7
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0

2
,
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5
0

400

2
0
0

2
,
3
0
0

Ａ面 Ｂ面

OPEN

Ｃ面

押入

OPEN

2
0
0

2
,
5
0
0

Ａ面 Ｂ面

Ｄ面Ｃ面

店舗⑤

ハンガーパイプ(SS)　L=1000・800

ショーケース③ 金物

店舗⑤

棚受レール(SS)　L=2150x2

ショーケース③ 金物

棚受レール(SS)　L=2150x2

硝子棚板ｔ=9x2150x720 2枚

会議室

タタミ敷ｔ=60　床板ｔ=15

根太 40x45 @360　大引 90x90/2 @910

会議室

１ＦＬ

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

Ｂ面 Ｃ面

廊下

OPEN

2
,
0
0
0

1

SF

フィッティング

ルーム

物置

旧出入口枠

2
,
7
0
0

上がり框

100x150

7
6
0

1
,
5
0
0

1
,
7
6
0

4
7
5

和室床仕様 (想定)

化粧鏡

450x600

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1
,
7
5
0

5
0

1
,
7
5
0

5
0

1,130

665

合板フラッシュｔ40

トイレブース

頭繋ぎ 鋼製

硝子方立ｔ=9x2150x450 計3枚

硝子棚板

硝子棚板

硝子棚板

硝子方立△ 硝子方立△ 硝子方立△

化粧鏡 化粧鏡

化粧鏡 化粧鏡

ショーケース①

 幕板：木製

△

△

棚受ﾚｰﾙ

ｱｺｰﾃﾞｵﾝｶｰﾃﾝ

ｱｺｰﾃﾞｵﾝｶｰﾃﾝ

ｱｺｰﾃﾞｵﾝｶｰﾃﾝ

　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事
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Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

1
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1
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8
0
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集会室

湯沸室

流し台 コンロ台

Ｄ

Ｂ

３ＦＬ

1
0
0

2
,
2
5
0

Ｂ面 Ｄ面

5
0

1
,
8
0
0

便所

1
,
0
0
0

1
,
2
0
0

 カーテンボックス

400x750

化粧鏡

瞬間湯沸し器取付木枠

ｔ30x150ｘ1250

戸棚：合板フラッシュ製

H=1500

2
,
4
5
0

5
0

2
,
4
5
0

2
,
4
5
0

カーテンＢＯＸ

5
0

2
5
0

　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事
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1
,
9
0
0
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5

１

SS

数量 見込

硝子

数量 見込

硝子

数量 見込

硝子

数量 見込

硝子

姿図

姿図

姿図

姿図

 鋼製２連軽量バランスシャッター

１

AD

 アルミ製片開き框ドア

符号 形式 場所

符号 形式 場所

符号 形式 場所

符号 形式 場所

別棟 屋外便所

AD

別棟 倉庫 アルミ製片引き框ドア

２

別棟 倉庫

AW

１

 アルミ製引違い窓

600

アルミパネル

1

　型板ｔ4

60 1 60

600

アルミパネル

1
,
7
5
0

1
,
7
5
0

1,650

8
5
0

602

　網入り型板ｔ6.8　網入り型板ｔ6.8

１

1 36

店舗①

550

1
,
8
0
0

WD

２

店舗③

1
,
8
0
0

600

WD WD

店舗③

３

1,050

1 140 40

2
,
0
0
0

ハンガーレール

　透明ｔ3

WD

店舗③

４

1 40

650

2
,
2
0
0

36

1
,
8
0
0

WD

５

600

 縁甲板張り

WD

６

集会室

1 36 1

1
,
8
0
0

800

　型板ｔ4

3

Ｆ

１

 引違い襖(欄間付) 会議室

21

1
,
7
6
0

4
7
5

OPEN

 丁番 円筒錠

 丁番 円筒錠  丁番 円筒錠  丁番 彫込引手  丁番 円筒錠  丁番 円筒錠 彫込引手  彫込引手

金物

金物

金物

金物

 片開き合板フラッシュドア  片開き縁甲板フラッシュドア  片開き合板片面フラッシュドア  片開き合板フラッシュドア  片開き合板フラッシュドア 片引き縁甲板フラッシュ吊りドア

1,510

店舗⑤　湯沸室 ３階便所

シャッターケース

3,950

SS

７

 鋼製軽量バランスシャッター 店舗①-倉庫

1,400

S = 1:100

2
,
1
0
0

3
5
0

1

店舗⑤

SS

６

 鋼製３連軽量バランスシャッター

2
,
5
0
0

5,390

店舗④

SS

 鋼製２連軽量バランスシャッター

５

4,050

2
,
6
0
0

シャッターケース

物置(店舗③横)

SS

４

 鋼製軽量バランスシャッター

シャッターケース

鋼板ｔ=1.6

1,050 250150

8
0

1
4
0

鋼板ｔ=1.6鋼板ｔ=1.6

鋼板ｔ=1.6

2
,
3
5
0

111

S = 1:100S = 1:100

店舗③

SS

３

 鋼製３連軽量バランスシャッター

4,330

2
,
3
5
0

シャッターケース

1

店舗②

SS

２

 鋼製２連軽量バランスシャッター

シャッターケース

4,460

1

S = 1:100 S = 1:100

店舗①

S = 1:100

1

SD

１

鋼板ｔ1.6

1,400

　網入り型板ｔ6.8

1 86

 鋼製両開き片面フラッシュドア(欄間 引違い窓付)

 丁番 円筒錠 フランス落し

店舗①-倉庫

SD

２

　網入り型板ｔ6.8

 鋼製片開き片面フラッシュドア

鋼板ｔ1.6

820

会議室

2
,
0
0
0

 丁番 円筒錠
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,
4
5
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3
5
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1
0
0

2
,
0
0
0

SD

 鋼製片開き片面フラッシュドア

３
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鋼板ｔ1.6

　網入り型板ｔ6.8

会議室

1
,
8
0
0

SD

４

　網入り型板ｔ6.8

 鋼製両開き片面フラッシュドア

鋼板ｔ1.6

1,600

 丁番 円筒錠

861

会議室

1
,
8
0
0

 丁番 円筒錠 フランス落し

1 86

SD

５

 鋼製片引きフラッシュドア

　網入り型板ｔ6.8

会議室

 彫込引手

1201

2
,
0
0
0

900

OPEN

SD

６

 鋼製片開きフラッシュドア

2
,
0
0
0

9
0

6
0

1
,
8
5
0

OPEN

800

1 100

 丁番 円筒錠

廊下

SD

 鋼製両開き片面フラッシュドア

７

集会室

鋼板ｔ1.6

2
,
0
0
0

1,700

1 86

 丁番 円筒錠 フランス落し　網入り型板ｔ6.8

SF

１

 鋼製枠

2
,
4
5
0

1,600

1 86

店舗⑤

OPEN

１

SW

 鋼製引違い窓

1,600

1
,
5
0
0

1 86

　網入り型板ｔ6.8

 鋼製引違い窓

1,600

86

　網入り型板ｔ6.8

SW

２

1
,
2
0
0

2

SW

 鋼製４連引違い窓

86

　網入り型板ｔ6.8

1

1
,
5
0
0

1,600 1,600 1,600 1,600

6,610

70 70 70

３

会議室 ３階便所・湯沸室 集会室

S = 1:100

300 300

FIX

 網入り型板ｔ6.8

湯沸室ﾉﾐ

１

AF

店舗①

1 70

FIX

FIX

OPEN

40 1,250

90°

木製 嵌殺し格子 木製 嵌殺し格子

木製 片開き格子ドア

欄間

800

　透明ｔ5 (片開きドア 及び 嵌殺し格子 透明ｔ3)  丁番 引手

 アルミ製スクリーン(木製片開き格子ドア 及び木製嵌殺し格子付)

換気扇用アルミ枠

400

FIX

90°

1,250

4
0

水切り付

水切り付

水切り付

水切り付

2
,
5
0
0

2
,
3
4
0

1,200

FIX

　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事

建具表 1:50 1:100 A-11
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500

　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事

矩計図 1:30

３ＦＬ

３ＦＬ

２ＦＬ ２ＦＬ

１ＦＬ １ＦＬ １ＦＬ

ＧＬ ＧＬ ＧＬ

アーケード天井

道
路

境
界

線

道
路

境
界

線

2
,
6
0
0

1
0
0

1
0
0

１ Ａ Ｄ

アルミ製笠木

6
0

ボーダー：ステンレスｔ1.0加工

アクリルリシン吹付

ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

鉄骨トラス

2
,
7
0
0

(アーケード所有)

2
,
4
5
0

2
,
4
5
0

【要養生】

天井

 角波鋼板

(アーケード所有)

【要養生】

 ｶﾗｰ鋼板
 ｶﾗｰ鋼板張り

(合板下地 C-60x30 @455)

カラー鋼板加工

4,400

彩色ｽﾚｰﾄ葺き

アーケード

(野地板 合板)

 (H-100x100 @900)

ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

(C-60x30 

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

@455)

窯業サイディング張り

旧遊園地

 (H-100x100 @900)

(C-100x50 @450)

旧遊園地

1
,
7
5
0

ｾﾗﾐｯｸﾊﾟﾈﾙ貼り

(合板 捨張り)

ｱﾙﾐ製

ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ張り

植込② 植込②

アーケード
(C-60x30 

4
0
0

@455)
 (H-100x100 @900)

 (H-100x100 @900)

耐火被覆 ラス張りモルタル塗ｔ40

ｹｲｶﾙ板 VP

(梁共通)

カラー鋼板加工

軽量バランスシャッター

鋼製ﾊﾞﾗﾝｽｼｬｯﾀｰ

店舗① 店舗①-倉庫 会議室 店舗④

合板下地 クロス貼り

鋼製ﾊﾞﾗﾝｽｼｬｯﾀｰ

100角磁器ﾀｲﾙ貼り

4,400

矩計図　　S=1:30

吹付タイル

ｹｲｶﾙ板

ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

吹付タイル

A-12



平面詳細図 S=1:50

断面詳細図　S=1:30

手摺天端：亀甲金網張り H=1,000

力骨 丸鋼19φ @500 (天端繋ぎ同材)

1
,
0
0
0

亀甲金網張り

丸鋼19φ @500

丸鋼19φ

階段手摺 鋼管□-75x45

手摺天端：鋼製忍び返し

門扉・門塀②と同材

　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事

屋外階段 詳細図 1:50 1:30 1:20 A-13



　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事

1:50 1:30スロープ 詳細図

L=3,000

鋼管 100φ

鋼管 100φ

土間天端

5
0
0

隣家CB天端

存置部分を示す

コンクリートカッター切りを示す

＜凡例＞

4
0

最
小

天端：防水モルタル塗り

地中梁切断面処置

地中梁切断面

注）鉄筋切断部は防錆材塗りを施す

2
0
0

7
0
0

7
0
0

2
0
0
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x630D

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

ネットフェンス 撤去

(塩ビ被覆ネット)

隣家給水引込管【要 養生】

1
0
0

隣
地

境
界

線

ＣＢｔ100 化粧積み【存置】

床モルタル

土間コンクリート【撤去】

割栗石【撤去】

断面詳細図　S=1:50

裏込め土【存置】

1
2
0

(9φ @250 ｼﾝｸﾞﾙｸﾛｽ)

注）ネットフェンス支柱撤去跡はモルタル補修を施すこと

2
,
1
0
0

2
5
0

2
,
4
0
0

2
,
3
0
0

2
,
4
0
0

2
,
3
0
0

5
0
0

隣
地

境
界

線

2
,
8
0
0

2
,
6
5
0

1
,
0
0
0

2
,
3
0
0

展開図　S=1:100

1
0
0

Ｂ面

プラスター塗り

100角タイル貼り

Ｃ面

1
,
2
5
0

構造部材（想定）

　壁 　ＣＢｔ80

　垂木  40ｘ45  ＠455

　野地板 合板ｔ9

　桁　　90ｘ90

西立面図　S=1:100

東立面図　S=1:100

南立面図　S=1:100

北立面図　S=1:100

モルタル塗り

アクリルリシン吹付

土間天端土間天端

【特記以外 全撤去】

断面図　S=1:100

土間天端

隣
地

境
界

線

 CB基礎【存置】

 ネットフェンス

通路 物入

2
,
3
0
0

1
,
8
0
0

棚

ドア仕様：化粧合板フラッシュｔ30

　　　棚：木製ｔ30x300 L=3500

750 750 750 750 750 350

60 60 60 60 60

支持ブラケット 鋼製 ４個所

通路  物入

通路 Ａ面

OPEN

OPEN

C
H
 

D
H
 

柱 60□

展開図　S=1:100

　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事

部分詳細図 1:50 1:100

　Ｄ-０１ 　 店舗① ショーケース （木製） S=1:50  

2
,
3
5
0

ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ

2
0
0

1
,
8
5
0

3
0
0

ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ

2
,
3
5
0

2
,
1
0
0

2
,
3
5
0

6
0

1
,
8
0
0

2
0
0

1
,
8
5
0

3
0
0

1,410

Ａ-姿図

2,030

Ｃ-姿図

1,024

Ｂ-姿図

500 500

姿見

500

5
0
0

3,250

2,030 1,220

2
,
6
3
0

1
,
4
1
0

1
,
2
2
0

1

,

0

2

4

W

=

7

0

0

KEY-PLAN

Ｃ

Ａ

▼

▼

▼

Ｂ

姿見

0.5x1.5H

構成材 (アスベスト 無)

側板・仕切り板：合板フラッシュ塗装仕上げ

背板：合板下地クロス貼り

扉：合板フラッシュ塗装仕上げ

装飾材：木製塗装仕上げ

4
2
0

2,700

平面図

2
,
3
5
0

1
0
0

9
0
0

1
8
0

9
0
0

2,700

330 1,000 460 850 60

130 600 160 600 160 600 450

6
0
0

420

2
,
3
5
0

姿図 断面図

背板：合板下地クロス貼り

側板・仕切り板：合板フラッシュ塗装仕上げ

構成材 (アスベスト 無)

透明ｔ3

透明ｔ3

姿図

4
5
0

1
,
5
0
0

1,400 400 950 450

PL-9

2
0
0

1
,
1
5
0

1
5
0

回転軸 鋼管100φ

4
0
0

1,400

950 450

平面図

PL-4.5

構成材 (アスベスト 無)

合板フラッシュ塗装仕上げ

装飾材：木製塗装仕上げ

ショーケース③ショーケース① ショーケース②

S=1:100  S=1:50  　Ｄ－０４   北面ネットフェンス　詳細図 　Ｄ－０５   旧遊園地　象形遊具リストS=1:100  　Ｄ－０３   屋外便所　立面図 展開図　Ｄ－０２　 倉庫　立・断面図

S=1:50  　Ｄ－０８   門扉・門塀②周り　詳細図 S=1:50  　Ｄ－０６　 門扉・門塀①　詳細図

門柱

鋼管75□

レンガ積み

植込ボーダー

（鋼部材は Ｂ に仝じ）

2
,
0
5
0

1
,
6
0
0

鋼管□-75x45

700

忍返し 13φ H=600

繋ぎ FB-3x32

中帯 鋼板ｔ4.5x180

門扉

竪子 鋼管19□ @110

枠 　鋼管40□

1,450

1
,
9
0
0

門柱

鋼管75□

2
,
0
5
0

2
,
0
5
0

1,200

1
,
6
0
0

レンガ積み

植込ボーダー

忍返し 13φ H=600

繋ぎ FB-3x32

鋼管□-75x45

鋼管□-75x45

Ａ-姿図　S=1:50Ｂ-姿図　S=1:50

1,200

1
,
6
0
0

2
,
0
5
0

レンガ積み

植込ボーダー

鋼管75□

門柱

（鋼部材は Ｂ に仝じ）

鋼管□-75x45

既存CON天

竪子 鋼管19□ @110

植込③

KEY-PLAN

▼

Ｂ

▼

▼

Ａ

▼

Ｄ

Ｅ

▼

Ｃ

植込②

レンガ積み

植込ボーダー

1,250

Ｃ-姿図　S=1:50 Ｄ-姿図　S=1:50 Ｅ-姿図　S=1:50

鋼管□-75x45

屋外階段手摺

忍返し 13φ H=600

繋ぎ FB-3x32

鋼管□-75x45

屋外階段簓桁

600

1
5
0

1
5
0

1
0
0

1
0
0

断面詳細図　S=1:50

150

5
0
0

2
,
0
0
0

700870

1
,
7
7
0

1
2
0

1
2
0

(9φ @200 ｼﾝｸﾞﾙｸﾛｽ)

合板ﾌﾗｯｼｭｔ35

ｶﾗｰ鋼板張り

ボーダー

植込①

床モルタル

(9φ @250 ｼﾝｸﾞﾙｸﾛｽ)

道路境界線

ＲＣ塀(モルタル塗り)

レンガ積み５段

土間コンクリート

収納BOX

テント

嵩上げ 

CBｔ100

(総計10枚)

断面詳細図　S=1:50

600

1
5
0

1
5
0

9
0
0

1
,
1
0
0

5
0
0

2
,
0
0
0

1
0
0

8
0
0

655655 1,000

150

1
2
0

道
路

境
界

線

ＲＣ塀(モルタル塗り)【撤去】

(9φ @200 ｼﾝｸﾞﾙｸﾛｽ)

ネットフェンス【撤去】

(塩ビ被覆ネット)

【撤去】

ＲＣ塀

【存置】

ＣＢｔ100【存置】

床モルタル

土間コンクリート【撤去】

(9φ @250 ｼﾝｸﾞﾙｸﾛｽ)

割栗石【撤去】

断面詳細図　S=1:50

9
0
0

1
,
7
0
0

2
,
0
0
0

785 1,780 210

1
0
0

150

1
2
0

隣
地

境
界

線

門扉【撤去】

枠 　鋼管40□

竪子 鋼管19□ @110

【撤去】 (9φ @200 ｼﾝｸﾞﾙｸﾛｽ)

ＲＣ塀

【存置】

裏込め土【存置】

床モルタル

土間コンクリート【撤去】

(9φ @250 ｼﾝｸﾞﾙｸﾛｽ)

割栗石【撤去】

中帯 鋼板ｔ4.5x120
隣家給水引込管【要 養生】

ＲＣ塀(モルタル塗り)

【撤去】

＜凡例＞

コンクリートカッター切りを示す

注）コンクリートカット面はモルタル補修を施すこと

S=1:50  　Ｄ－０７   塀①周り　詳細図

符号

Fig①

Fig②

Fig③

Fig④

Fig⑤

動物名称

外形包絡寸法

WｘLｘH

アシカ

カメ

ウサギ

ライオン

ラクダ

素材

ＦＲＰ

ＦＲＰ

ＦＲＰ

ＦＲＰ

ＦＲＰ

600ｘ1300ｘ750

600ｘ1300ｘ750

600ｘ1050ｘ500

450ｘ1000ｘ500

500ｘ1300ｘ700

2
,
8
0
0

2
,
8
0
0

2
,
6
5
0

9
0
0

2
,
6
5
0

1
,
2
0
0

南立面図　S=1:100

破風 木製

東立面図　S=1:100

土間天端

【特記以外 全撤去】

北立面図　S=1:100

合板サイディング張り

鋼板サイディング張り

塩ビ軒樋

塩ビ竪樋 基礎：ＣＢｔ100 化粧積み

65φ

西立面図　S=1:100

　床板　合板ｔ12

　根太　40ｘ60　＠360

　大引 100ｘ100 ＠910 (束 共通)

　土台 100ｘ100

　柱 　100ｘ100

　桁　 100ｘ100

　梁 　100ｘ150 ＠910

　垂木  40ｘ45  ＠455

　野地板 合板ｔ9

木造部材（想定）

 隣家CB【撤去・新設】
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0

1
,
9
8
2

4
,
4
0
0

7
,
1
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0

4,400 4,400

１階柱伏図　S=1:100 ２階柱梁伏図　S=1:100
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7
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4
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0

7
,
1
0
0

7
,
4
5
0

1
,
9
8
2

5
0
0

9
,
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2

5
0
0

１

３

Ｘ

Ｒ階梁伏図　S=1:100

３階柱梁伏図　S=1:100

　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事

柱梁伏図 1:100 A-16



　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

1:100 1:20

金下貸店舗解体工事

基礎伏図・配筋細図　　スラブ伏図・配筋図

4
0

柱切断面

最
小

天端：防水モルタル塗り

柱切断面処置

注）柱筋切断部は防錆材塗りを施す

コンクリートカッター切りを示す

＜凡例＞

存置部分を示す
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5,250 2,200 5,250

4,400 4,400

4,400

4,400

4,400

5,100 3,300

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事

軸組図 1:100

軸組図　S=1:100
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2,625 2,625

2,625 2,625

1,925 1,925

　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事

鉄骨架構詳細図 1:30

鉄骨架構詳細図　S=1:30

A-19



　① 特記なき限り 【全撤去】とする。

特記事項

有限会社　リュウアーキテクツ

図　名

名　称

一級建築士事務所

一級建築士 第229359号 平田 幸隆

金下貸店舗解体工事

部材リスト 1:20

部材リスト　S=1:20
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